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（目的） 
1.  九州大学（以下「本学」という。）は、本学の研究教育活動

において作成された学術情報等（以下「学術情報等」という。）
を収集し、九州大学学術情報リポジトリ（以下「リポジトリ」
という。）に恒久的に蓄積・保存し、学内外に発信・提供す
ることにより、研究教育の発展に資するとともに、社会に対
する貢献を果たすものとする。 

 
（委員会） 
2.  リポジトリの管理運営に関する必要な事項を検討するた

めに、九州大学学術情報リポジトリ専門委員会（以下「委員
会」という。）を置く。委員会についての必要な事項は別に
定める。 

 
（リポジトリの管理運営） 
3.  リポジトリの管理運営は、附属図書館において行うものと

し、附属図書館は主にリポジトリの管理運営に関する次に掲
げる事項を行う。 

(1) サーバを管理すること。 
(2) 登録システムのユーザ ID及びパスワードを発行すること。 
(3) 登録するコンテンツの著作権に関わる情報を登録者に対

して提供すること、または登録者の当該調査を支援するこ
と。 

(4) 登録コンテンツへのアクセス状況をモニターすること。 
(5) 登録コンテンツのアクセス件数情報を提供すること。 
(6) その他、リポジトリの管理運営に関する必要な事項に関す

ること。 
 
（登録者） 
4.  リポジトリに学術情報等を登録できるもの（以下「登録者」

という。）は以下のとおりとする。 
(1) 本学に在籍する、または在籍したことのある教職員及び大

学院生 

(2) 本学の部局・センター・講座・研究室等の各組織、または
それらを母体とする団体 

(3) 本学内に事務局がある、もしくは(1)に該当する者が委員
や代表を務める団体 

(4) その他、附属図書館長が特に認めた者 
 
（登録及び登録の代行） 
5.  登録者は、第1項の目的を理解したうえで、リポジトリの

登録システムを通じて、自らが作成した、または作成に関与
した学術情報等を登録することができる。なお、登録者は、
この登録の代行を所要の手続きにより附属図書館に依頼す
ることができるものとする。 
 前項(2)及び(3)に規定する組織・団体については、その刊
行物をまとめて登録することができる。また刊行物以外のコ
ンテンツについても、組織・団体単位でまとめて登録するこ
とができる。 

 
（パスワードの取得） 
6.  前項の規定により、附属図書館に登録の代行を依頼しない

場合は、附属図書館へ申請の上、登録システムのユーザ ID
及びパスワードの発行を受けるものとする。 

 
（公開／非公開の設定） 
7.  登録者は、リポジトリに学術情報等を登録するに当って、

「公開／非公開」の条件を付して登録することができる。 
 学術情報等の公開は無償とする。 

 
（コンテンツ） 
8.  登録対象となる学術情報等は、第1項の目的を満たし、第

４項に規定する者が作成に関与した学術情報等であること
とする。 

 
（コンテンツの種別） 
9.  リポジトリに登録するコンテンツの種別及びその定義は、

別表のとおりとする。なお、この表に掲載のないコンテンツ
の種別を新たに登録する必要がある場合は、第２項に定める
委員会が決定する。 

 
（メタデータ） 
10.  附属図書館は、学術情報等の登録に伴い、関連する書誌情

報やリンク情報、引用情報、抄録等からなるメタデータを登
録する。 

 
（デジタルオブジェクト識別子） 
11.  附属図書館は、公開された以下のコンテンツにデジタルオ

ブジェクト識別子（DOI）を付与する。 
(1) 学内発行の学術雑誌論文、紀要論文、会議発表論文、図書、

研究報告書 



(2) 本学が学位を授与した博士論文 
(3) その他、登録者から希望のあったコンテンツ 
 
（著作権） 
12.  著作権の帰属は以下のとおりとする。 
(1) 学術情報等の著作権は、リポジトリに登録された後も著作

権者に留保される。 
(2) メタデータには著作権は発生しないものとする。ただし、

メタデータに記述された抄録についてはその限りではな
い。 

 
（学術情報等及びメタデータの取扱） 
13.  本学は、リポジトリに登録された学術情報等及びメタデー

タを以下のとおり取扱う。 
(1) ネットワークを通じて第 7 項の条件で公開（送信）する。 
(2) 保存及び利用可能性の維持のために複製・媒体変換を行い、

バックアップファイルを作成する。 
(3) 学術情報等の流通及びデータ活用を促進するため、メタデ

ータを機械判読に適した形式及び非独占かつ標準的な形
式で提供する。 

 
（ライセンス） 
14.  登録された学術情報等及びメタデータの利用におけるラ

イセンスは以下のとおりとする。 
(1) 学術情報等の著作権者は、その学術情報等を任意のライセ

ンスで公開することができる。 
(2) 本学は、登録したメタデータを、原則として「クリエイテ

ィブ・コモンズパブリック・ドメイン提供（CC0）」に相当
するライセンスで公開する。ただし、メタデータに記述さ
れた抄録については、著作権者が許諾しない場合はその限
りではない。 

 
（個人情報の取扱） 
15.  独立行政法人等の保有する個人情報の保護に関する法律

（平成 15年法律第 59号）第 3条及び第 4条に基づき、第
5項及び第6項により取得する個人情報は、第1項に規定す
る利用目的のために使用し、その目的の範囲を超えて取得し
た個人情報を保有しない。 

 
（登録された学術情報等の変更、改訂及び削除） 
16.  登録者は、第7項で付した学術情報等の公開／非公開の条

件を附属図書館に依頼して変更することができる。 
 
17.  登録者は、既に登録された学術情報等については、新しい

版に改訂して登録することができる。旧版は登録者と附属図
書館が協議のうえ扱いを定めることができる。 

 
18.  登録された学術情報等の本文削除は、次の各号に掲げる場

合にのみ認めるものとする。 
(1) 登録者が、内容の削除の請求を行い、第2項に規定する委

員会が認めた場合 
(2) 公序良俗に反する場合、盗用・剽窃によることが明らかに

なった場合、または内容が著しく不適切である等の理由に
より、第2項に規定する委員会が削除を決定した場合 

 
（登録者の責任） 
19.  登録された学術情報等の内容に関する責任は、登録者が負

うものとする。 
 
別表 
 

コンテンツの種別 定義 
学術雑誌論文 全国的・広域的な団体の学会誌、研

究会誌等に掲載された論文。 
学位論文 博士論文、修士論文等。 
紀要論文 紀要類に掲載された論文。 
会議発表論文 会議録、予稿集等に掲載された論

文。 
会議発表用資料 会議で発表されたプレゼンテーシ

ョン資料、ポスター、口頭発表資料
等。 

図書 図書全体、図書に掲載された論文、
図書の章等。 

テクニカルレポート テクニカルレポート、ディスカッシ
ョンペーパー、ワーキングペーパー
等の機関発行の報告書。 

研究報告書 科研費やCOE 等、研究助成金によ
る研究成果の報告書。研究活動報告
書の類も含む。 

一般雑誌記事 広報誌や一般読者向け雑誌、新聞等
に掲載された学術的な記事。 

プレプリント 審査前で出版されていない論文の
原稿。 

教材 授業、講習会等で用いるプレゼンテ
ーション資料、配布資料類。講義ビ
デオや遠隔教育用の動画も含める。 

その他 上記以外のもので、第1項の目的を
満たすもの。 
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